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　江戸時代、将軍直属の家臣の内、将軍にお目見えすることができる格の者を旗本
と称していました。町奉行、勘定奉行、目付、火附盗賊改といった幕府行政を支え
る役職も、旗本が就任するものでした。
　しかし、旗本家に残された史料というものがたいへん少ないこともあり、旗本の
仕事の具体的な内容や旗本のくらしのようすはあまり明らかになってきませんでした。
　今回の企画展では、東京都公文書館が所蔵する旗本家の記録資料や、明治政府が
調査・作成した旧旗本家の屋敷絵図等をご紹介しながら、都市江戸に住まうことと
なった旗本のライフスタイルに光を当てていきます。

【  構 成  】第１章　旗本とはなにか？　第２章　旗本の仕事
　　　　   第３章　旗本のくらし　　　第４章　旗本の墓

応募方法は東京都公文書館ホームページ「展示・講演会」をご覧ください。
URL　https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/01soumu/archives/04tenji_kouen.htm#m2

■ 日時：令和５年８月２５日（金）午後 1時 30分から　■ 会場：東京都公文書館　研修室

■ 募集定員：60名（参加費無料）　■ 募集開始：令和５年８月１日（火）から　（先着順）

令和５年度企画展「旗本のライフスタイル～家と仕事と私」関連講演会

「旗本屋敷図を読む　～旗本の出世と住み替え」

　　　　　　崇城大学工学部建築学科准教授　
　　　　　　　　　　　　　小粥  祐子　氏

「身分制都市江戸の墓制　～旗本墓を中心に」

　　　　　　　　　　　　東京都公文書館
　　　　　　　　　　　　　　西木  浩一

御城内御破損御見廻絵図

文化六己巳御役武鑑 御当家令條　仁　一より七迄御座敷大名衆通路色分絵図

掘り出された旗本寺長龍寺の墓域　東京都教育委員会提供


